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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

家 事 労 働 観 に み る 「 自 立 」 概 念 の 検 討

女 子 大 学 生 に 対 す る 自 由 記 述 な ら び に 面 接 に よ る 調 査 か ら 一

昭 和 女 大（ 院 ） 堀 内　 か お る

＜ 目 的 ＞ わ が 国 に お い て 、 「 子 ど も の 家 事 労 働 参 加 」 が 子 ど も 自 身 に ど の よ う な 影 響 を 及

ぼ す の か 、 と い う 問 題 に 着 目 し た 研 究 は 、 こ れ ま で ほ と ん ど み、ら れ な か っ た 。 子 ど も の 生

活 経 験 の 不 足 が 指 摘 さ れ る 今 日 に お い て 、 「 子 ど も の 家 事 労 働 参 加 」 は 単 な る 家 族 の 共 助

と し て で は な く 、 子 ど も の 生 活 自 体 の 視 点 か ら 理 論 化 さ れ な け れ ば な ら な い も の と 考 え る 。

本 研 究 は 「 子 ど も の 家 事 労 働 参 加 」 の 理 論 を 構 築 す る た め の 研 究 の 一 環 で あ る が 、 日 本

お よ び 欧 米 の 関 連 領 域 の 文 献 検 索 を ふ ま え 、 理 論 仮 説 を 設 定 し 、 家 事 労 働 参 加 が 「 自 立 」

に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、 心 理 的 側 面 か ら 質 的 デ ー タ の 分 析 を 試 み た も の で あ る 。

＜ 方 法 ＞（1）文 献 に よ り 「 自 立 」 概 念 を 整 理 し 、 子 ど も の 家 事 労 働 参 加 と 「 自 立 」 と の 関 わ

り に つ い て 吟 味 し た 。（2）理Mr  仮 脱 を 殼 定 し 、 以 下 の 方 法 で 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 １ ： 東 京

都 内 の Ｓ 大 学 お よ び Ｓ 短 期 大 学 の 女 子 大 学 生 合 計222 名 を 対 象 と し 、 自 由 記 述 に よ り 家　事

労 働 観 を 把 握 し た 。 調 査 ２ ： 調 査 １ の 結 果 か ら 家 事 労 働 観 の 類 型 化 を 行 い 、 「 生 活 的 自 立 」

の 意 識 形 成 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 を 探 る た め に 。 面 接 調 査 を 行 っ た 。

＜ 結 果 ＞ ① 自 由 記 述 の 結 果 、r 家 事ｊ と い う 言 葉 か ら 思 い つ く ご と と し て 、 ｒ 母J     (33.8

％ ）「 女 性 」（31.5 ％ ）「 主 婦 」(20.3 ％ ）が 上 位 を 占 め 、「 生 活 に 必 要 ・ 生 き る た め に 必 要 」

と い う よ う な 回 答 は14.  4% で あ り 、 家 事 労 働 に 対 す る マ イ ナ ス の 印 象 を 持 つ も の は26.  6%

で あ っ た 。c  自 分 自 身 に と っ て の 家 事 労 働 と は 「 快 適 に 暮 ら す 上 で 必 要 な こ と 」（30.  1%  ）

と 考 え る 一 方 で 、 「 母 の 手 伝 い 」（16.7 ％ ）と い う 回 答 が み ら れ た 。 ③ 家 族 の 感 謝 ・ 評 価 が

得 ら れ た と き 、 家 事 労 働 が 肯 定 的 に と ら え ら れ て い た.  ④ 面 接 の 結 果 は 口 頭 で 報 告 す る 。
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